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特集　中心拠点誘導複合施設の概要

耐震性の
不足

防災機能の
不全

設備の
老朽化

階段・段差
が多い

役場機能の分
散・狭あい

情報化対応
への限界

庁舎が抱える
様々な問題

注:外観のイメージ図です

～古平町文化会館～

昭和47年の建設から現在で

46年経過し、雨漏りや壁の

ひび割れなど多くの問題が

起きています。

　

昭
和
２
年
の
建
設
か
ら
91
年
を
迎
え
道
内
最

古
と
な
っ
た
役
場
庁
舎
は
、
現
在
多
く
の
問
題

を
抱
え
て
い
ま
す
。

●
役
場
と
文
化
会
館
を
一
体
整
備
!!

　

こ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
役
場

庁
舎
と
老
朽
化
し
て
い
る
文
化
会
館
を
統
合
し

「
ま
ち
な
か
の
賑
わ
い
再
生
」
の
拠
点
施
設
と

し
て
、
図
書
館
・
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
・
地
域

防
災
セ
ン
タ
ー
・
役
場
庁
舎
を
複
合
的
に
整
備

す
る
構
想
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

昨
年
度
に
は
業
者
と
基
本
設
計
業
務
を
契
約

し
ま
し
た
が
、
相
手
方
の
都
合
で
解
除
と
な
り

建
替
計
画
は
予
定
よ
り
大
幅
に
遅
れ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
今
年
度
は
基
本
設
計
・
実
施
設
計
・

本
工
事
・
工
事
監
理
を
一
括
で
行
う
「
設
計
施

工
一
括
方
式
」
の
公
募
型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
を
行

い
ま
し
た
。
業
者
決
定
に
あ
た
り
、
外
部
の
大

学
教
授
な
ど
を
含
め
た
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
大
成
建
設
株
式
会
社
が
最
優
秀
者
と
な
り
ま

し
た
。

　

９
月
20
日
に
は
古
平
町
と
大
成
建
設
と
の
間

で
基
本
協
定
を
結
び
、
10
月
18
日
に
は
基
本
設

計
業
務
の
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
大
成
建
設
か
ら
技
術
提
案
を
受

け
た
、
現
段
階
で
の
複
合
施
設
の
計
画
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
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複
合
施
設
の
疑
問
、お
答
え
し
ま
す
！

Ｑ 

建
築
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？

Ａ 

現
在
の
文
化
会
館
前
の
駐
車
場
で
す
。

詳
し
く
は
上
図
（
配
置
計
画
）
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

Ｑ 

い
つ
新
し
い
庁
舎
は
で
き
ま
す
か
？

Ａ 

約
３
年
２
か
月
後
の
２
０
２
２
年
２
月

頃
で
す
。
供
用
開
始
は
同
年
４
月
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
上
記
（
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

文
化
会
館
は
使
え
な
く
な
り
ま
す
か
？

Ａ 

文
化
会
館
の
解
体
は
複
合
施
設
が
建
っ

た
後
で
す
の
で
使
え
な
く
な
る
心
配
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
駐
車
場
は
複
合
施
設

が
建
つ
た
め
使
用
制
限
さ
れ
る
予
定
で

す
。

Ｑ 

今
の
役
場
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

Ａ 

施
設
の
維
持
管
理
費
な
ど
を
検
討
し
た

結
果
、
残
念
な
が
ら
解
体
す
る
予
定
で

す
。

複合施設の概要

階数

　地上３階建

高さ（軒高）

　１４．８ｍ

建築面積・延床面積

　１２９６㎡・３８０６㎡

駐車台数

　５７台

構造形式（主要部）

　鉄筋コンクリート造

概算事業費

　約２２億円

複合施設の整備スケジュール

←次のページで平面図を公開

複合施設の配置計画
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複合施設の平面計画１階

２階 複
合
施
設
の
ポ
イ
ン
ト

＆
各
階
平
面
図
！

●
３
つ
の
ゾ
ー
ン
で
明
快
な
構
成

　
内
部
の
作
り
を
住
民
の
方
が
利
用
す
る

「
交
流
ゾ
ー
ン
」
と
役
場
の
機
能
が
あ
る

「
行
政
ゾ
ー
ン
」。
そ
し
て
こ
の
２
つ
を
繋

ぐ
「
共
用
ゾ
ー
ン
」
の
３
つ
の
ゾ
ー
ン
に

分
け
、
わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い
複
合

施
設
を
目
指
し
ま
す
。

　
ま
た
ゾ
ー
ン
を
明
確
に
分
け
、
開
庁
時

間
は
も
ち
ろ
ん
、
休
日
や
時
間
外
、
イ
ベ

ン
ト
時
な
ど
利
用
形
態
に
応
じ
た
使
い
方

や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
の
設
定
が
で
き
ま
す
。

●�

利
用
形
態
・
利
用
時
間
・
利
用
率
を

考
慮
し
た
平
面
・
立
体
計
画

　
複
合
施
設
で
は
住
民
の
方
が
利
用
頻
度

の
高
い
窓
口
業
務
を
１
・
２
階
に
集
め
、

移
動
が
少
な
く
使
い
や
す
い
配
置
と
し
、

長
時
間
の
利
用
が
多
い
図
書
館
や
創
作
活

動
室
を
眺
望
の
良
い
２
・
３
階
に
計
画
し
、

快
適
に
滞
在
で
き
る
よ
う
に
し
ま
し
た
。

●
動
く
壁
で
適
度
な
広
さ
の
部
屋
に

　
部
屋
と
部
屋
の
間
を
一
部
動
か
せ
る
壁

に
す
る
こ
と
で
、
も
う
少
し
狭
く
て
（
広

く
て
）
い
い
の
に
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
対
応

で
き
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
大
き

さ
の
空
間
を
確
保
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。

●�

バ
リ
ア
フ
リ
ー
＆

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン

　
誰
も
が
快
適
に
使
え
る
よ
う
、
車
椅
子

対
応
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
、
多
機
能
ト
イ
レ
、

わ
か
り
や
す
い
建
物
案
内
を
設
置
し
ま
す
。

使
い
や
す
い
施
設

●
効
率
的
な
四
角
い
施
設

　
平
面
を
四
角
く
す
る
と
、
外
周
が
最
小

に
、
内
部
面
積
が
最
大
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
建
築
費
用
と
維
持
費
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
最
先
端
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁
舎
で
省
エ
ネ

　
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用

し
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
上
図
参
照
）
を
実
現
す
る
こ

と
で
空
調
や
照
明
な
ど
の
光
熱
費
を
削
減

し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
ま
す
。

★
こ
れ
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
★

☆
吹
抜
で
各
階
全
体
に
自
然
照
明

☆
自
然
換
気
を
空
調
に
利
用

☆
地
熱
利
用
で
冷
暖
房
費
節
約

☆
必
要
最
低
限
の
窓
で
外
気
遮
断

☆
高
性
能
な
窓
と
壁
で
高
断
熱

☆�

モ
ニ
タ
ー
で
省
エ
ネ
状
況
が
見
え
る
化

☆
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現
で
財
源
を
確
保

建
て
る
時
だ
け
で
な
く

維
持
費
も
抑
え
た
施
設
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複合施設の平面計画２階災
害
に
強
い

防
災
拠
点
と
し
て
の
施
設

●
災
害
時
の
対
策
本
部
機
能
を
確
保

　
災
害
発
生
時
に
は
１
階
の
役
場
窓
口
を

住
民
対
応
窓
口
と
し
、
住
民
を
受
け
入
れ

ま
す
。
災
害
対
策
本
部
の
機
能
は
２
階
に

集
約
し
、
建
物
全
体
が
災
害
対
策
の
拠
点

に
変
わ
り
ま
す
。

●
大
地
震
の
被
害
を
抑
え
る

　
建
物
構
造
は
火
災
に
も
強
い
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
と
し
、
震
度
６
強
の
大
地
震

時
に
必
要
な
耐
力
の
1.5
倍
以
上
を
確
保
す

る
こ
と
で
、
建
物
の
損
傷
を
最
小
限
に
抑

え
ま
す
。

●
効
率
的
な
四
角
い
施
設

　
平
面
を
四
角
く
す
る
と
、
外
周
が
最
小

に
、
内
部
面
積
が
最
大
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
に
よ
り
建
築
費
用
と
維
持
費
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

●
最
先
端
の
Ｚ
Ｅ
Ｂ
庁
舎
で
省
エ
ネ

　
自
然
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
最
大
限
に
活
用

し
Ｚ
Ｅ
Ｂ
（
上
図
参
照
）
を
実
現
す
る
こ

と
で
空
調
や
照
明
な
ど
の
光
熱
費
を
削
減

し
、
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト
を
抑
え
ま
す
。

★
こ
れ
で
Ｚ
Ｅ
Ｂ
を
実
現
★

☆
吹
抜
で
各
階
全
体
に
自
然
照
明

☆
自
然
換
気
を
空
調
に
利
用

☆
地
熱
利
用
で
冷
暖
房
費
節
約

☆
必
要
最
低
限
の
窓
で
外
気
遮
断

☆
高
性
能
な
窓
と
壁
で
高
断
熱

☆�

モ
ニ
タ
ー
で
省
エ
ネ
状
況
が
見
え
る
化

☆
Ｚ
Ｅ
Ｂ
実
現
で
財
源
を
確
保

複合施設の平面計画３階

　今回お知らせした内容は現段階のものです。そのため、

今後変更になる可能性がありますのでご了承ください。

　また、複合施設等に関してご意見・ご要望も随時募集

しています。

◇お問合せ先

　役場総務課総務係　☎42-2181
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10
月
21
日
に
古
平
町
１
５
０
年
事
業
と

し
て
記
念
植
樹
祭
が
、
小
学
校
近
く
の
高

台
で
行
わ
れ
、
町
民
や
関
係
団
体
な
ど
１

２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

森
林
と
触
れ
合
い
、
森
の
果
た
す
役
割

を
見
つ
め
直
そ
う
と
毎
年
開
催
さ
れ
て
お

り
、
今
年
は
開
町
１
５
０
年
を
記
念
し
エ

ゾ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
、
ヤ
エ

ザ
ク
ラ
の
苗
木
計
１
５
０
本
を
植
え
ま
し

た
。

　

開
会
に
あ
た
り
貞
村
町
長
が
「
日
本
人

に
な
じ
み
深
い
桜
を
植
え
、
こ
の
広
場
を

町
民
の
憩
い
の
場
と
し
た
い
」
と
挨
拶
し

ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
参
加
者
は
ス
コ
ッ
プ
を

使
い
苗
木
を
植
え
た
後
、
強
風
で
倒
れ
な

い
よ
う
丁
寧
に
支
柱
に
く
く
り
付
け
ま
し

た
。

　

参
加
者
の
白
濱
昌
樹
さ
ん
は
「
き
れ
い

な
花
が
咲
き
、
み
ん
な
が
集
ま
れ
る
場
に

な
れ
ば
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
早
け
れ
ば
来
年
の
春
に
も
花
を
咲

か
す
予
定
で
す
。

　

10
月
12
日
、
今
年
２
回
目
の
町
内
会
長

会
議
が
文
化
会
館
で
開
か
れ
各
町
内
会
長

が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

会
議
の
内
容
は
北
海
道
原
子
力
防
災
訓

練
、
声
か
け
訪
問
、
地
域
懇
談
会
の
３
点

に
つ
い
て
で
す
。

　

今
年
、
各
町
内
会
で
行
わ
れ
た
地
域
懇

談
会
で
の
ご
意
見
や
ご
要
望
に
お
応
え
し

ま
し
た
。
そ
の
結
果
を
次
の
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
ま
す
。

　

『
未
来
へ
つ
な
げ
た
い
私
た
ち
の
ふ
る

び
ら
』
の
テ
ー
マ
で
昔
の
古
平
、
今
の
古

平
、
町
内
で
撮
っ
た
写
真(

電
子
デ
ー
タ)

で
あ
れ
ば
応
募
で
き
ま
す
。
詳
し
く
は
１

５
０
年
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

□
募
集
期
限　

平
成
31
年
１
月
31
日

□
特
設
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

http://furubira1
50th.com/photo

◇
お
問
合
せ
先

　

１
５
０
年
事
業
実
行
委
員
会

furubira150@town
.furubira.lg.jp

小
学
校
高
台
に
１
５
０
本
の
桜

～
古
平
町
１
５
０
年
記
念
植
樹
祭
～

町
内
会
長
会
議
で

み
な
さ
ん
の
意
見
や
要
望
に

お
答
え
し
ま
し
た
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地域懇談会における質問・要望
標　題 内　容（地域懇談会内での回答を含む） 町内会 回　答

ふるびら地酒
田植えの際に札幌新陽高校が参加した理由はなんです
か？町内小中学生に参加を呼びかけた方が良かったので
はないですか？

浜一 古平小学校及び古平中学校からは、教育課程の関係から対応出来ないと
断られました。そのため、社会体験先を探していた札幌市の新陽高校、
地酒の醸造を行う田中酒造、ＪＴＢと連携をして、地酒づくりをＰＲす
るため、今回のような取組みとしました。

新・ご当地
Ｂ級グルメ

グルメ開発はこれまでも何度か試みたことがあるようだ
が定着しませんでした。定着するよう取り組んでもらい
たいです。

浜一 これまでは、町内の飲食店向けにグルメ開発を行ってきました、今回は、
水産加工業者と連携し商品として販売できるよう商品開発を国や道の制
度を活用しながら行います。

国道229号
セタカムイ

ロード

プランター設置間隔が狭く、役場前を飾っている印象で
す。国道を広く飾った方が、観光客へのアピールになる
のではないでしょうか？

浜一 当初はセイコーマートから役場までの間で計画をしていましたが、数量が
少なかったこと、国道沿いの民家の方から邪魔になるとの声をいただき、
役場前のみに設置しました。集めて設置したことにより、多くの町民の方
や観光客の方から、信号待ちの際、明るくなったと好評を得ています。

花に水やりをしているが、周囲に雑草が生えている状態
では雑草に水をやっているのと同じだと思います。

港町 国道の雑草除去については、国の道路維持の管理です。目立つ雑草につ
いては、フラワーポットの管理にあわせて、除去を行っています。

150年のみの事業では、用意したプランターなどが無駄
ではないですか？継続性のある事業になりませんか？

港町 多くの町民の方や観光客の方から好評を得ているため、継続して行う予定で
す。今年度は、管理上の関係から役場前のみに設置しました。来年度は、国
道沿いで管理をしていただける団体や個人に貸出しする制度も検討します。

植樹祭

旧グラウンドに昔からある桜の木に病気が付いているた
め、植樹前に伐採したほうが良いのではないですか？

本陣 樹木医に相談し、「テング巣病」という伝染病とわかりました。全ての
桜に伝染しており、今回の植樹前に伐採をしなければなりません。また、
桜の所有、維持管理を行っているのは、小学校同窓会とのとのことです。

植樹後の管理（草取り、剪定、雪囲い）などをしっかり行っ
てもらいたいです。また、植樹後にイベントに活用する
など有効に利活用してもらいたいです。

浜一 町民の皆さまが楽しめる桜の名所をなるよう管理を行ないたいと考えて
います。また、他市町村に多くある事例のように、協働によりボランティ
アでの管理についても御協力をお願いしたいとも考えています。

植樹予定箇所の旧グラウンドは、野ねずみや鹿が出没し、
桜の苗木などよく荒らされてしまうのでしっかり管理し
てほしいです。

入船

空家

国道沿いの潰れた空家が町外から景観が悪いと言われて
います。撤去をすることは出来ますか？

港町 空家対策については、本年６月に制定した空家管理条例等に基づき対応
をします。本来、空家等の管理は所有者が適正に管理しなければなりま
せん。しかし、台風で飛散のおそれ、地震で倒壊の恐れが生じたため町
が緊急安全措置を行い解体撤去をおこないました。費用については所有
者に全額請求します。

旧小田嶋組資材置き場のプレハブ小屋の屋根が剥がれて
強風が吹けば飛ばされる危険があるので所有者に確認し
対処してもらいたいです。

栄町 空家管理条例に基づき、所有者に改善措置をとるよう助言又は指導を行
います。

町民
アンケート

わかりづらい無駄なアンケートはいりません。自宅に訪
問して町民に寄り添った調査をしてもらいたいです。

港町 町民の皆さまの御意見を伺うため、全国の市町村で行われている一般的
な方法で実施をしました。そのため、自宅に訪問しての聞き取り調査を
行うことは考えておりません。今後もわかりやすいアンケートづくりに
努めてまいります。

災害用ポンプ
泉沢樋門がいつもあふれています。設置しているポンプ
で対応することができず臨時に配置し対処していた時が
ありました。更新の予定はありませんか？

浜一 現在の排水ポンプは正常に稼動しているので、更新の予定はありません。
対応としては、町内や当丸峠の降雨量を考慮して、必要に応じ水防団（消防）
のポンプを設置しています。今年度は、冷水川の川床掘削により排水状況
が大幅に改善していますので、引き続き北海道へ要望してまいります。

避難訓練

町民を対象とした津波等の避難訓練は数年行われていな
いようですが、今後実施する予定はないのですか？

港町 ・防災訓練は、想定される災害ごとに毎年度行うことを基本としています。
今後も、古平川氾濫や地震津波など想定される災害ごとに訓練を実施し
たいと考えていますので、ぜひご参加ください。
・過去の訓練状況
　H25：地震津波、H26：地震津波、H27：原子力、
　H28：原子力、　H29土砂災害、H30：避難所開設

役場庁舎建設

町民に何も知らされていないので、わかるようにしてほ
しいです。

銀座 平成29年度に基本設計業務を受注した業者を契約解除し、これまで内容
の検討が進んでおらず、町民の皆さんに対し基本構想以降の情報を共有
することが出来ませんでした。現在、設計施工一括方式により業者が決
定しましたので、概略がまとまり次第、広報等で内容をお知らせします。
また、町民の皆さんから、庁舎をはじめ、町政全般に対し直接ご意見を
お聞きする広聴事業の機会を11月中には設けたいと考えています。

広報の号外でわかりやすく役場庁舎建設の関係が出てい
ましたが、現状を知らせる号外を出す予定はないのです
か？

港町

建築場所（位置）はどこですか？文化会館にかかりますか？ 銀座 現在の文化会館前駐車場の敷地を建設場所に考えています。また、文化
会館の解体は、複合施設が供用開始後と考えています。ただし、文化会
館の入口や駐車場には、制約が生じる可能性があります。文化会館取り壊しの場合は、どこで活動すればいいですか？ 銀座

文化会館取り壊しの場合は、使用できない期間はありま
すか？

銀座

その他要望

町有地（土岐宅横）の桜数本が電線にかぶさっており危
険なため伐採してもらいたいです。

栄町 現状を調査し、伐採を検討します。

明和集会所裏で土砂崩れ等が心配なので、砂防対策を検
討して欲しいです。

鴨居木 明和地区集会所裏は、土砂災害警戒区域に指定されていません。今後、
区域指定の予定も砂防対策工事の実施予定もありません。

ヘビ対策 小学生の登校時に細野百合子宅付近に毎年マムシがでて
いる。危険なのでなんとかしてもらいたいです。

港町 基本的に自然発生するもののため、個人の敷地内については、個人で防
衛策をとっていただきたいと考えています。

河川

河川の枯れ草や土砂の処理を計画的に行うことで河川の
氾濫予防につながると思うので、定期的に行ってもらい
たいです。（大黒屋の横の沢にゴミが捨てられており、大
雨の際すぐに水位が上がるため不安が大きい）

浜一 限られた財源しかないため、緊急性等を考慮し検討していきます。

冷水川（澤口宅横から横野宅付近）の川底の土砂を除去
してもらいたいです。

栄町 古平冷水川の土砂除去は、平成29年度に河口から３条橋、本年は、その続
きから300ｍ程度を実施するとのことで、下流側からの実施のため、横野
宅付近については、翌年以降の予定とのことです。（北海道管理_古平冷水川）

チョペタン川の川底から柳の木が生え、護岸を傷めそう
になっているため、伐採してほしいです。（堀川宅横）

本陣 ９月28日伐採済みです。

チョペタン川で大きな岩が流れを阻害しているため、除
去してほしいです。（堀川宅横）

本陣 限られた財源しかないため、緊急性等を考慮し検討していきます。

チョペタン川が昔ながらの玉石護岸なので、ブロック等
に改修してほしいです。（岡本宅裏）

本陣 現在の玉石積の護岸で機能を有しています。

古平川の河口に半分くらいのスペースへ土砂を体積してい
ますが、冷水川の水位に影響があるのではないですか？古
平川の水位が、冷水川より高いことにより逆流現象が起こ
るのではと心配です。また、土砂は仮置きですか？

旭 河川管理者の北海道へ経緯を伝え要望します。

浜一の堤防（冷水川）調査はしないのですか？　浜一の
土場に水溜りができるのは堤防が劣化して漏れ出してい
るのではないですか？

旭 一部、水が溜まりやすい低い場所がありますが、堤防の劣化が影響して
いるものではありません。

街灯

渋谷床屋から中島グラウンドに抜ける道の街灯がＬＥＤ
化され、何本か間引かれたが暗く感じます。特に冷水橋
を渡ってすぐの街灯は反対の位置に設置されましたが、
下に下りていく道があるため以前の位置のほうが良かっ
たのではないですか？

浜一 町では必要最低限度の街灯の整備しかできません。今後は他市町村のよ
うに各町内会ごとに防犯灯の設置・管理を検討願います。

道路

三条橋から海洋センターに抜ける道の道幅が狭く、歩行
者や車も多いことから事故が起きないか心配です。道幅
を広げてもらいたいです。

浜一 拡幅工事は、用地や財源の確保など問題が多く事業実施は不可能です。

中断している歩道の拡張（延長）はどうなっていますか？
歩行者安全確保等からも早期に実施してもらいたいです。

鴨居木 道道998号の改良工事については、 H17に事業を終えているので、工事
予定はありません。

公営住宅 清丘団地敷地内にある桜の木に病気がついているので伐
採してほしいです。（松田フラワーが入居していた場所）

本陣 ９月28日病気の部分は剪定済みです。
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古平消防団37人と消防職員の４人が町内の海岸ボラ
ンティア清掃を行いました。この清掃は悪天候時を除
き、平成19年から毎年行われています。

清掃は沖町と港町の海岸などで行われました。ペッ
トボトルやプラスチックごみなどを30分間拾い、集ま
ったごみは130kgにもなりました。

10
21 130kgものごみを集める

古平消防団ボランティア清掃

北海道や泊原子力発電所30km圏内の後志管内13
町村などが、台風接近時の原発事故発生を想定した原
子力防災訓練を実施しました。

古平町では災害対策本部の設置、防災無線による広
報、関係機関との通信連絡などの訓練を行いました。
文化会館で行った避難所開設訓練では、災害時に使用
される資機材の展示や、実際に避難所に置かれること
もあるパーテーションや段ボールベッドなどを設置
し、住民の方に町の防災対策への備えや防災意識を理
解してもらいました。

古平町出身の柔道家、須貝等さんを招いた後志管内
スポーツセミナー（後志管内体育連絡協議会などが主
催）が、Ｂ＆Ｇ海洋センターで開かれ、地元柔道少年
団の団員や管内柔道指導者など約40人が集まりまし
た。 

須貝さんはソウルオリンピックへの出場や柔道世界
選手権で２連覇するなどの活躍をした柔道家です。講
演では「目標を持ち頑張り続ければ、自分でも想像で
きないくらいに成長できる」と自身の柔道人生を交え
て語ってくれました。その後、技のかけ方や組手など
の実技指導を行いました。

参加した古平柔道少年団の吉田耕太郎くんは「須貝
先生にご指導いただき本当にありがたい、今後の練習
に活かしていきたいです」と話してくれました。

沖町の海岸でごみを集める消防職団員

避難所のパーテーション（中には段ボールベッドが設置）

須貝等さんの実技指導

10
22 災害時の避難所を体験

平成30年度北海道原子力防災訓練

10
27 目標をもって頑張り続けて

後志管内スポーツセミナー
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定期演奏会のようす

ゴムひもを用い運動する参加者

５歳児の「くれよんのくろくん」の花火の演出

古平中学校吹奏楽部の定期演奏会が、中学校の体育
館で開かれ、部員11人が全12曲を披露しました。

部長の梅野楓果さんは「今日の為に練習を頑張って
きました。精一杯演奏しますのでごゆっくりお聴きく
ださい」と挨拶。

演奏会は３部構成で、第１部と第２部では吹奏楽オリ
ジナル曲や今話題の「Ｕ．Ｓ．Ａ」などのポップスを演奏し、
息の合った演奏で観客を魅了しました。第３部ではＯＢ・
ＯＧとともに、宇宙戦艦ヤマトなどの名曲を演奏し、一
曲ごとに観客から惜しみない拍手が送られていました。

演奏を聴いた30代の女性は「去年から部員が増え、
迫力がありとてもよかったです」と話してくれました。

10
27 部員が増え迫力がアップ

第43回古平中学校吹奏楽部定期演奏会

Ｂ＆Ｇ海洋センターで運動教室が開かれ、町民19
人が様々な体の体操を行いました。運動教室は65歳
以上向けで参加者に転倒骨折を予防してもらうことが
目的です。

体操が始まると、講師の古平福祉会の作業療法士辻
田さんと仁木町の健康運動指導士岸本さんが「運動に
集中しすぎて息をするのを忘れないでくださいね」な
ど笑いを交えながら楽しく指導。１ｍのゴムひもで手
足を伸ばす運動や紙を用い内腿の筋肉などを鍛える運
動など充実した内容で、１時間はあっという間に過ぎ
てしまいました。

参加者の吉岡さんは「今日やったことを思い出して
家でもやってみたいし、要介護になる前に60代の方
も参加してほしい」と話してくれました。

11
２ 楽しく運動、あっという間の１時間
運動教室

認定こども園幼児センターみらいで今年も生活発表
会が行われました。

つき組（４歳児）の７人が楽しい歌の後、「これから生
活発表会を始めます」と元気よく声を上げ始まりました。
ほし組（１・２歳児）の「はらぺこあおむし」では可愛
らしい青虫に扮した子どもが果実を食べ、蝶々に成長す
る姿を表現。にじ組（３歳児）の「てぶくろ」では動物
に扮した子どもが手袋の家に入れてもらい、お礼に前転
やなわとびなどの特技を披露しました。つき組の「白雪
姫」ではドレミの歌に合わせて上手に木琴を奏でました。
たいよう組（５歳児）の「くれよんのくろくん」では素
敵な物語をみんなで創り上げ最後には花火の演出で会場
を沸かせました。どれも素晴らしい発表で、観客の親た
ちは改めて子ども達の成長を実感しているようでした。

11
11 大勢の人の前で元気よく発表

幼児センターみらい生活発表会



� 広報ふるびら 2018.12 10

� 情報

　

文
化
の
日
の
11
月
３
日
、
町
内
の
８
団

体
が
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る
文
化
祭
発

表
会
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

発
表
会
は
古
平
町
文
化
団
体
連
絡
協
議

会
の
主
催
で
、
開
会
に
あ
た
り
吉
野
浩
次

会
長
が
「
出
演
さ
れ
る
方
々
は
今
日
の
た

め
に
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
拍
手
と

声
援
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し

た
。

　

初
め
に
、
堂
々
と
し
た
立
ち
姿
で
「
日

本
詩
吟
学
院
岳
風
会
共
和
支
部
古
平
道

場
」
の
４
人
が
合
吟
を
披
露
し
ス
テ
ー
ジ

が
始
ま
り
ま
し
た
。
息
の
合
っ
た
動
き
で

タ
ラ
を
釣
る
躍
動
感
を
表
現
し
た
「
た
ら

つ
り
節
踊
り
愛
好
会
」
の
踊
り
や
、
流
れ

る
よ
う
な
動
き
で
太
鼓
と
笛
、
歌
に
合
わ

せ
踊
る
正
調
越
後
盆
踊
り
、
美
し
い
音
色

や
心
地
よ
い
リ
ズ
ム
感
で
観
客
を
魅
了
し

た
大
正
琴
や
中
学
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る
演

奏
な
ど
多
種
に
わ
た
る
発
表
で
会
場
は
盛

り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

　

発
表
会
の
中
ご
ろ
に
は
、
多
年
に
亘
り

町
文
化
の
振
興
奨
励
に
寄
与
さ
れ
た
２
名

が
吉
野
会
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
26
～
30
日
の
期
間
に
は
、
文
化
祭

作
品
展
示
会
が
文
化
会
館
で
行
わ
れ
ま
し

た
。
作
品
は
絵
画
や
手
芸
、
一
昔
前
に
使

わ
れ
て
い
た
生
活
用
品
な
ど
幅
広
い
分
野

の
も
の
が
あ
り
、
訪
れ
た
人
を
楽
し
ま
せ

て
い
ま
し
た
。

日本詩吟学院岳風会共和支部古平道場 たらつり節踊り愛好会 古平中学校吹奏楽部

古平女声コーラス「ハイミッシュコール」 グループ・サウンドワールド古平　大正琴

古平正調越後盆踊り保存会 花柳美乃多希会 古平カラオケ愛好会

第51回

文化祭
発表会

平成30年度文化団体連絡協議会表彰
受賞名 受賞者名 内容

文化奨励賞
佐々木マサ子 たらつり節踊りの

普及に寄与

泉　清三 短歌の普及に寄与
※敬称略

泉清三さん 佐々木マサ子さん

文化祭作品展示会
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各
種
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す

　

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
と
陸

上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
一
般
）

を
募
集
し
ま
す
。
ま
た
、
自
衛
官
候
補
生

と
一
般
曹
候
補
生
の
採
用
年
齢
が
18
歳
以

上
33
歳
未
満
に
変
更
（
上
限
引
上
げ
）
に

な
り
ま
し
た
。

◇
お
問
合
せ
先

　

自
衛
隊
札
幌
地
方
協
力
本
部

　

小
樽
地
域
事
務
所

　

小
樽
市
稲
穂
２-

22-

４
樽
石
ビ
ル
２
Ｆ

　

☎
０
１
３
４-

22-

５
５
２
１

放
送
大
学
４
月
入
学
生
募
集

□
出
願
期
間

①
12
月
１
日
～
２
月
28
日

②
３
月
１
日
～
３
月
17
日

□
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

①
学
ぶ
意
欲
が
入
学
資
格
、学
力
試
験
不
要

②�

テ
レ
ビ
だ
け
で
な
く
ス
マ
ホ
な
ど
で
い

つ
で
も
受
講
で
き
る

③
１
科
目
か
ら
学
べ
て
半
年
の
在
学
も
可

④
安
い
授
業
料(

１
科
目
１
１
０
０
０
円)

□
資
料
請
求
・
詳
細

　

https://www.ouj.ac.jp

◇
お
問
合
せ
先

　

放
送
大
学
北
海
道
学
習
セ
ン
タ
ー

　

札
幌
市
北
区
北
17
条
西
８
丁
目

　

（
北
海
道
大
学
構
内
）

　

☎
０
１
１-

７
３
６-

６
３
１
８

法
律
無
料
相
談
の
ご
案
内

　

毎
月
第
３
水
曜
日
に
無
料
法
律
相
談
所

を
開
設
し
て
い
ま
す
。
金
銭
、
不
動
産
、

家
事
等
の
法
律
問
題
を
札
幌
弁
護
士
会
所

属
の
弁
護
士
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
お
気

軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　

11
月
21
日(

水)

13
～
16
時

○
場
所　

余
市
町
中
央
公
民
館
２
階

　

相
談
時
間
は
１
人
30
分
ま
で
で
、
事
前

予
約
が
必
要
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

役
場
町
民
課
町
民
生
活
係

　

☎
42-

２
１
８
１
（
内
線
56
）

林
業
退
職
金
共
済
制
度
の
退
職
金
請
求

　

林
業
の
仕
事
に
従
事
さ
れ
た
こ
と
が
あ

り
、
当
時
、
林
業
退
職
金
共
済
制
度
（
林

退
共
制
度
）
に
加
入
し
て
い
た
方
、
も
し

く
は
加
入
し
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
方
で
、

退
職
金
請
求
手
続
き
を
し
た
お
心
当
た
り

の
な
い
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
支
部

又
は
本
部
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
林
退
共
事
業
本
部
で
は
、
被
共

済
者
の
方
に
確
実
に
退
職
金
を
受
け
取
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
等
を
目
的
と
し
て
、
現

況
調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
調
査
に
も
ご
協
力

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

独
立
行
政
法
人
勤
労
者
退
職
金
共
済

　

機
構
林
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

　
☎
０
３-

６
７
３
１-

２
８
８
９

納
め
た
国
民
年
金
保
険
料
は
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
で
す

　

国
民
年
金
保
険
料
は
所
得
税
法
及
び
地

方
税
法
上
、
健
康
保
険
や
厚
生
年
金
な
ど

の
社
会
保
険
料
を
納
め
た
場
合
と
同
様
に
、

社
会
保
険
料
控
除
と
し
て
そ
の
年
の
課
税

所
得
か
ら
控
除
さ
れ
、
税
額
が
軽
減
さ
れ

ま
す
。

　

控
除
の
対
象
と
な
る
の
は
、
平
成
30
年

１
月
か
ら
12
月
ま
で
に
納
め
ら
れ
た
保
険

料
の
全
額
で
す
。
過
去
の
年
度
分
や
追
納

さ
れ
た
保
険
料
も
含
ま
れ
ま
す
。

　

平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
10
月
１
日
ま

で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ

た
方
に
は
、
11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構

か
ら
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」
が
送
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

申
告
書
の
提
出
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明

書
ま
た
は
領
収
証
書
を
添
付
し
て
く
だ
さ

い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

小
樽
年
金
事
務
所

　

☎
０
１
３
４-

65-

５
０
０
２

土
地
建
物
の
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す
か

　

法
務
局
で
取
り
扱
っ
て
い
る
「
不
動
産

登
記
」
は
、
大
切
な
財
産
で
あ
る
土
地
や

建
物
の
状
況
（
所
在
、
面
積
な
ど
）
、
所

有
者
や
債
権
者
の
住
所
氏
名
な
ど
を
登
記

簿
に
記
録
し
、
一
般
に
公
開
す
る
こ
と
に

よ
り
取
引
の
安
全
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
が
、
土
地
や
建
物
の
所
有
者

が
死
亡
し
た
と
き
や
建
物
を
増
築
し
た
と

き
な
ど
、
登
記
を
申
請
し
な
け
れ
ば
法
務

局
に
あ
る
登
記
簿
の
内
容
は
変
更
さ
れ
ま

せ
ん
。

　

特
に
、
不
動
産
の
所
有
者
が
亡
く
な
り
、

「
相
続
登
記
」
を
し
な
い
で
放
置
し
て
お

く
と
、
更
に
相
続
人
の
う
ち
誰
か
が
亡
く

な
っ
て
新
た
な
相
続
が
発
生
す
る
な
ど
権

利
関
係
が
複
雑
に
な
り
、
相
続
人
同
士
の

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
た
り
、
所
有
者
不
明

の
土
地
問
題
や
空
き
家
問
題
の
原
因
に
な

る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
登
記
手
続
を
ご
自
身
で
行
う
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
所
有
者
な
ど
か
ら
依

頼
さ
れ
て
登
記
の
申
請
を
代
理
し
て
行
う

専
門
家
と
し
て
、
「
司
法
書
士
」「
土
地
家

屋
調
査
士
」
が
い
ま
す
。
司
法
書
士
は
所

有
権
の
移
転
や
抵
当
権
の
抹
消
な
ど
に
関

す
る
登
記
の
代
理
申
請
を
、
土
地
家
屋
調

査
士
は
建
物
の
新
築
や
土
地
の
文
筆
な
ど

に
関
す
る
登
記
の
申
請
代
理
を
行
い
ま
す
。

法
務
局
又
は
司
法
書
士
会
・
土
地
家
屋
調

査
士
会
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◇
お
問
合
せ
先

　

札
幌
法
務
局
小
樽
支
局

　

☎
０
１
３
４-

23-

３
０
１
２

　

HP
 ht

tp://
hou

mukyoku
.moj.go

.jp

　

札
幌
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
１-

２
７
２-

９
０
３
５

　

HP
 ht

tp://
www

.sihosy
osi.or.

jp/

　

札
幌
土
地
家
屋
調
査
士
会

　

☎
０
１
１-

２
７
１-

４
５
９
３

　

HP
 ht

tp://
www

.saccho
.com/

国
や
道
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
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○
日
程
　

　
　

平
成
31
年
１
月
13
日
（
日
）

○
時
間
　

　
　

午
後
２
時
か
ら

○
場
所
　

　
　

文
化
会
館　

太
陽
ホ
ー
ル

　　

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
、
平
成
10
年
４

月
２
日
か
ら
平
成
11
年
４
月
１
日
ま
で
に

生
ま
れ
た
方
で
す
。

　

古
平
町
に
住
所
登
録
さ
れ
て
い
る
方
は
、

教
育
委
員
会
よ
り
ご
案
内
を
い
た
し
ま
す

が
、
町
内
に
住
所
が
な
い
方
で
も
古
平
町

出
身
者
は
出
席
で
き
ま
す
の
で
、
事
前
に

下
記
の
お
問
合
せ
先
ま
で
ご
連
絡
願
い
ま

す
。

晴
れ
て
成
人
と
な
ら
れ
る
方

◇
梅
内
海
里
　
　
　
◇
堀
智
弥

◇
小
澤
友
里
　
　
　
◇
本
庄
陸

◇
小
林
竜
矢
　
　
　
◇
本
間
智
奈

◇
斉
藤
希
歩
　
　
　
◇
山
口
泰
生

◇
佐
々
木
雄
吾
　
　
◇
山
下
未
紗

◇
白
岩
駿
人
　
　
　
◇
若
松
拓
実

◇
田
附
里
菜
　
　
　
◇
和
田
鈴
乃

◇
丹
後
洋
人
　
　
　
◇
金
津
玲
奈

◇
成
田
慧
　
　
　
　
◇
大
野
諒

◇
堀
泰
静
　
　
　
　
◇
辻
田
広
輝

　
　
　
　
　
　
　
　
◇
吉
田
拓
海

※
敬
称
略

※�

掲
載
し
て
い
る
の
は
、
平
成
30
年
11
月

１
日
現
在
、
古
平
町
に
住
所
を
有
す
る

方
、
町
外
に
住
所
を
異
動
し
た
方
で
古

平
中
学
校
を
卒
業
さ
れ
た
方
で
す
。

◇
お
問
合
せ
先

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
係

　
　

（
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
　
　

☎
42-

２
３
０
０

　

10
月
１
日
、
人
権
擁
護
委
員
を
務
め
た

杉
本
幸
子
さ
ん
が
札
幌
法
務
局
長
か
ら
表

彰
さ
れ
、
10
月
23
日
に
札
幌
法
務
局
小
樽

支
局
長
か
ら
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

杉
本
さ
ん
は
平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
30
年
９
月
30
日
ま
で
の
３
年
間
人
権

擁
護
委
員
を
務
め
、
国
民
の
人
権
の
擁
護

と
人
権
思
想
の
普
及
高
揚
に
尽
く
さ
れ
て

き
ま
し
た
。

12
月
の
休
日
当
番
病
院

医
科 

12
月
２
日
（
日
）

　

勝
田
内
科
皮
フ
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
22-

３
８
４
３
）

12
月
９
日
（
日
）

　

中
島
内
科

�

（
☎
22-

３
８
６
６
）

12
月
16
日
（
日
）

　

勤
医
協
余
市
診
療
所

�

（
☎
22-

２
８
６
１
）

12
月
23
日
（
日
）

　

黒
川
町
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
22-

２
４
４
７
）

12
月
24
日
（
月
）

　

田
中
内
科
医
院

�

（
☎
22-

６
１
２
５
）

12
月
30
日
（
日
）

　

よ
い
ち
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク

�

（
☎
48-

５
０
０
０
）

12
月
31
日
（
月
）

　

林
病
院

�

（
☎
22-

５
１
８
８
）

※�

当
番
医
の
診
療
時
間
は
９
時
～
17
時
ま

で
で
す
。

※�

夜
間
に
つ
い
て
は
余
市
協
会
病
院
で
急

患
に
限
り
診
療
し
て
お
り
ま
す
。

診
療
時
間　

午
後
６
時
～
翌
日
午
前
７
時

診
療
科
目　

�

内
科
、
小
児
科
、
外
科
、
整

形
外
科

※
【
写
真
中
央
　
杉
本
幸
子
さ
ん
】

【
写
真
左
　
札
幌
法
務
局
小
樽
支
局
　
佐
々
木
貞
局
長
】

【
写
真
右
　
小
樽
人
権
擁
護
委
員
協
議
会
　
島
常
雄
会
長
】
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くらし／投稿

本の海より ～２０１８年の話題本～
　

今
年
も
残
り
１
ヵ
月
と
な

り
、
師
走
の
慌
た
だ
し
さ
を

感
じ
る
こ
ろ
に
な
り
ま
し
た
。

２
０
１
８
年
は
「
平
成
最
後

の
◯
◯
」
と
い
う
言
葉
が
よ

く
使
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

私
た
ち
に
と
っ
て
節
目
の
年

で
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

今
回
は
、
今
年
話
題
に
な
っ

た
本
を
ご
紹
介
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
流
行
り
の
本
や
こ

れ
か
ら
も
読
み
継
い
で
い
き

た
い
本
な
ど
、
平
成
最
後
に

話
題
に
な
っ
た
本
を
み
な
さ

ん
も
読
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

遠
く
か
ら
子
や
孫
寄
り
し
盆
す
ぎ
て
思
ひ
出
し
て
は
二
人
で
笑
ふ�

泉　
　
　
清　
三

秋
の
夜
や
す
だ
く
虫
の
音
心
地
よ
く
し
じ
ま
に
聞
こ
ゆ
自
然
の
誘い

ざ
なひ�

金　
子　
寿　
子

朝
上
が
り
友
に
届
け
る
花
切
れ
ば
手
許
に
き
ら
り
露
ひ
か
り
た
り�

坂　
本　
信　
子

学
生
で
逝
き
に
し
吾
子
の
命
日
は
仏
飯
、
供
物
つ
い
盛
り
上
ぐ
る�

鈴　
木　
時　
子

月
変
り
車
中
か
ら
見
る
ナ
ナ
カ
マ
ド
色
付
き
し
葉
に
秋
を
感
じ
る�

田　
中　
香　

バ
ス
停
で
久
々
に
逢
う
知
合
ひ
も
そ
れ
ぞ
れ
に
行
く
定
期
検
診�

寺　
田　
カ
ツ
子

初
に
訪
ひ
落
書
帳
を
広
げ
つ
つ
短
歌
を
習
う
愉
し
き
ひ
と
と
き�

今　
泉　
ベ　
ル

古
平
町
岬
短
歌
会

木
枯
の
生
ま
る
る
渓
の
深
さ
か
な

朝
夕
の
風
の
寂
し
さ
冬
に
入
る

冬
晴
の
空
を
吊
り
上
ぐ
ク
レ
ー
ン
車

�

渡　
辺　
嘉　
之

船
音
の
応
ふ
る
如
く
紅
葉
散
る

冬
紅
葉
燃
ゆ
る
最
中
の
出
船
か
な

�

室　
谷　
弘　
子

電
子
辞
書
声
に
驚
く
木
葉
髪

立
礼
の
所
作
に
つ
ま
ず
く
文
化
の
日

長
身
の
僧
の
ゆ
か
し
き
報
恩
講

�

仲　
谷　
比
呂
古

古

平

俳

句

会

『ざんねんないきもの事典』
監修：今泉忠明　（高橋書店）

　ポプラ社主催の
「小学生がえらぶ！
“こどもの本”総
選挙」で第１位を
獲得した本で、生
き物の残念な部分
に注目し、こども
の人気を集めまし
た。

『漫画　君たちはどう生きるか』
原作：吉野源三郎　（マガジンハウス）

　2018年のヒッ
ト商品第６位にも
選ばれた作品。原
作は80年以上も
前に出版された
吉野源三郎のデ
ビュー作です。自
分の生き方につい
て深く考えさせら
れます。

『もものかんづめ』
著：さくらももこ　（集英社）

　今年８月に亡く
なったさくらもも
こさんの初エッセ
イ作品。『ちびま
る子ちゃん』でお
なじみの著者です
が、こちらのエッ
セイでは、自身の
若い頃についての
ちょっとダークでユーモアあふれる文
章に触れることができます。

◦
開
室
日
時

　
月
～
金
曜
日

　（
祝
・
祭
日
を
除
く
）

　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
司
書
…
月
曜
日
午
前

水
曜
日
午
前

　
　
　
　
　
木
曜
日
午
後

　
　
　
　
　
金
曜
日
午
後

◦
貸
出
冊
数

　
１
人
５
冊
ま
で

◦
貸
出
期
間

　
２
週
間

▼
お
問
合
せ
先

　
　
町
教
育
委
員
会

　
　
　
☎
42-

２
５
９
０

文
化
会
館
図
書
館
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氏
　 

名	

生
年
月
日	

保
護
者	

町
内

羽は
に
ゅ
う生

　
大や

ま

と和
ち
ゃ
ん	

10
・
27	

圭
佑
さ
ん	

あ
け
ぼ
の

お
た
ん
じ
ょ
う
お
め
で
と
う

◎
現
金

　
　
５
０
，
０
０
０	

本
　
間

　
　
　
博

�

（
浜

　
町
）

　
　
２
０
０
，
０
０
０	

仲
　
谷

　
ヒ
ロ
子

�

（
浜

　
町
）

　
　
３
０
０
，
０
０
０	

大
　
内

　
利

　
夫

�

（
岩
見
沢
市
）

ご
寄
付
い
た
だ
き
誠
に

 

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
敬
称
略
）

ふるびら

元気っ子
町内に住む満１歳になる
子どもを紹介します。
今月号は11月に誕生日を
迎えた子どもです。

猪
いの

股
また

　咲
さ

那
な

ちゃん
11月17日生
保護者　工貴さん

(本陣） 真奈美さん

真奈美さんより
食べることが大好きな女の子で
す。

　11月６日、古平中学校で東しゃこたん漁協の漁師さんが地元の漁業を紹介する出前授業が古平
中学校で行われ、１年生20人が参加し漁法や漁の道具についての理解を深めました。
　授業は講師の同漁協古平地区青年部長の茂木一さんらがＤＶＤで実際の作業風景を生徒に見ても
らいながら、魚を獲ってから市場に出回るまでの流れやカレイの刺し網漁、ウニ採りの様子を説明

しました。その後、生
徒は実際に漁に使われ
る網やエビかごを触っ
たり、竹にロープをく
くり付けるやり方を体
験しました。
　授業を受けた山田美
優さんは「普段何気な
く食べている魚でも、
漁師さんのたくさんの
苦労があったんだなと
感じました」と話して
くれました。

古平ならでは！漁師さんの出前授業
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・
11	

銀
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の野
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・
24	

浜
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さ
ん	
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・
26	

入
船
町
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ま
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さ
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・
4	

栄
　
町
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三
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11
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沢
江
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す

町の人口と世帯数
� 前月比

人　口	3,065人　�（－２）

　男	 1,447人　�（ ０ ）

　女	 1,618人　�（－２）

世帯数	1,729世帯�（ ０ ）

外国人	 37人　�（ ０ ）

　男	 2人　�（ ０ ）

　女	 42人　�（ ０ ）

平成30年10月末日現在
住民基本台帳人口
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